
[やまとかたり]  大小田さくら子　 [ヴァイオリン]  鈴木舞　 [舞]  野口暁　 [音楽]  大森和歌子
響き合う 音の葉に 心澄ませて

2025年2月28日(金) 15時より
菊水楼 THE YAMATO
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あしたの音の葉
やまとかたり ヴァイオリンコンサート

2025年2月28日(金) 15時 -17時（開場１４時）
茶席 THE ENISHI　１3時半から１５時まで

菊水楼 THE YAMATO

１万円 立礼茶席にて呈茶（武者小路千家）　菊水楼お土産つき
２万５千円 立礼茶席にて呈茶　菊水楼お土産つき　舞台修了後　座敷にて会席料理

お申し込みは右側のQRコードをスキャンいただきオンラインにて購入してください。 
電話でのお問い合わせは、菊水楼までご連絡ください。
※お申し込み後の変更やキャンセルはできませんので、内容をご確認のうえお申し込みください。
※チケットの郵送はございません。当日、購入完了画面をスタッフへご提示ください。

入場料 ※収益の一部を、虐待を受けた子ども達の支援活動へ寄付します。

［お申し込み方法］

主催：千本倖生
問い合わせ・お申込み先：菊水楼 0742-23-2001（１０時から18時、火・水定休日）

一の鳥居五重塔

菊水楼

★猿沢池

三重塔
三条通り

JR 奈良駅

文化会館 奈良県庁近鉄
奈良駅

興福寺

菊水楼 〒630-8301 奈良県奈良市高畑町 1130

一 はじまりの音の葉　
　  【ヴァイオリン】 鈴木舞

二 くにうみ神話を紐解くやまとかたり
　  【朗誦】 大小田さくら子　【舞】 野口暁　【ヴァイオリン】鈴木舞　【音楽】大森和歌子

三 天と地が一本の軸となって声を発する　朗誦・発声法の体感
　  『綴れる言の葉』明日棚の一三二の箱について　
　  【話】大小田さくら子
　   ※現代語訳『ゆずりは古事記』挿絵の藍型染作品「やまとのはじまりのうた」を展示。

やまとかたりは古事記（ふることふみ）を語ることばです。
天から降りてきたことばは、やがて響きとなり、音楽が生まれました。
美しいヴァイオリンの音の葉と、いにしえの言の葉が響き合い、
人の和を慈しむやまとのこころを伝えます。
明日へとつながるいのちの響きに、心澄ませて。

[ヴァイオリン ] 鈴木舞 
東京藝大卒業、欧州で 8 年の研鑽を積み、ドイツ国家演奏家資格を取得。ドイツ、ロシア、スイス等の国際コンクールで優勝、
入賞を果たし、ソリストとして欧州、アジア、南米等でツアーを行う等、世界各地でリサイタルやオーケストラとの共演を重ねている。
国内では皇居桃華楽堂での御前演奏会に出演、シャネル・ピグマリオン・デイズ・アーティストに選出された他、
サントリーホール、王子ホール等の主要なホールで公演を行う。
邦楽や日本の文化とのコラボレーションにも意欲的に取り組み、日本舞踊の五耀會、尾上流、高橋翠秋、
米川敏子各氏との舞台も好評を得ている。2025 年 3 月にセカンドアルバムをリリース。愛器は 1683 年製ニコロ・アマティ。

[舞 ] 野口暁 
奈良生まれ。大学でダンスを学び、振付デザインを研究、修了。図による譜面をダンスにする【図譜踊】シリーズや
映像を使った作品を振付・演出し、独自のスタイルで作品を発表する。
ギャラリーでのパフォーマンス、ミュージシャンとのコラボレーション多数。
震災後、アジア・自国の文化に関心が深まり、ベリーダンスやインド舞踊など、さまざまな民族舞踊を学ぶ。
同じく震災直後から稽古を始めた古事記の朗誦「やまとかたり」では、能舞台や寺社への奉納の舞も多数行なう。
絵本への関心が高じて、来年葉山にて絵本図書室を開室予定。@akatsukinoie_art

[音楽 ] 大森和歌子 
奈良市生まれ東大寺近くで育つ。大阪芸術大学音楽学科卒業。
幼少期より、マリンバを習得し後、作曲に転向。日本の民俗音楽に深く興味を持ち、各地に伝わる労働歌やわらべうた、
お囃子の研究をしている。「やまとかたり」の朗誦に即興で音楽をつけ、言葉と音楽の接点を探し、紐解き、表現する。
＜作曲作品＞
「Loganberry」、「飴細工」「万華鏡」「てんてまり」、電子音楽「bambricな日常」（生駒市高山茶筌の製作工程による音のみで作曲）、
歌「アンブレラ」（わたぼうし音楽祭奈良県知事賞作品）、古事記ミュージカル、生駒伝説、羽衣伝説など。

[やまとかたり] 大小田さくら子 
朗誦家。朗読家。文筆家。古事記の朗誦を鎌倉の海辺で始め、
体から沸き起こるリズム・抑揚を「やまとかたり」と名付け能舞台や各地寺社で奉納する。
現在は奈良に住い、朗誦活動、素読、発声法、大和言葉、絵本朗読などの講座を開き執筆する。
文化講座、中・高・大学の授業を多数行う。古事記を声に出してよむ「やまとかたりの会」、心と体の扉を開く「はるさく絵本の会」主宰。
鎌倉ペンクラブ会員。著書に『ゆずりは古事記』（大和郡山市）『やまとかたり　古事記をうたう』（新潮社）。
『やまとかたり　あめつちのはじめ」（アカツキノイエ）など。www.yamatokatari .org/hounou

コンサートのみ ［会席料理つき］コンサート


